
1．背景及び問題提起 

 「筑波大学循環バス」は筑波大学とつくばセンター

間を行き来するバスであり、多くの人々が通学・通勤

などの目的で利用している。その本数は多く、早朝 6

時から運行している。しかし、それに対し夜の運行は、

22 時 40 分のつくばセンター発のバスが最終便であ

り、それ以降は運行していない。そのため、22時 40

分以降につくばセンターから帰宅する際は、バスとい

う交通手段は選択できないのが現状である。そこで

我々は、22時 40分以降つくばセンターから利用でき

る交通手段が限られてしまうことで様々な問題が発

生していると仮定した。 

表 1．筑波大学循環バスが 22：40以降運行しないこ

とで考えられうる問題 

 

 

2. 目標 

 現在、筑波大学と東京駅を結ぶ高速バス「つくば号」

が運行されている。つくば号は東京駅からしか乗車で

きないが、22 時 40 分以降もつくばセンターで乗客を

降ろして大学構内まで乗り入れていることに着目し、

22 時 40 分以降つくばセンターから「つくば号」への

乗車を可能にすることを目標に掲げた。 

 

 

 

3.実態調査 

 3-1.TX とつくば号のセンター到着時刻 

 以下の図 1 は 22 時 40 分以降、11 本の TX のダイヤ

とつくば号の時刻表を視覚的に表したものである。つ

くば号の最後の 3 本はより料金が高いミッドナイトつ

くば号だ。(つくば号の料金は 1150 円、ミッドナイト

つくば号は 2000 円) TX からつくば号への乗り継ぎは

可能である上、帰宅困難者の足となり得ると言える。

 

図 1．22 時 40 分以降の TX とつくば号到着時刻を示

したグラフ 

 3-2．現地調査 

 つくば号につくばセンターから新たに乗客を乗せる

だけの空席(キャパシティ)があるかを調べるために現

地調査を行った。概要は表 2 の通りである。 

        

図 2 では、実際につくば号に乗車している人の数を数

え、つくばセンター発車時の空席の数を調べたものを

グラフに表した。この結果より、つくば号には新たに

乗客を乗せるだけの空席が十分あることが分かる。つ

くば号は補助席も含めて 50席ある。） 

 

図 2．つくば号の便別空席数（キャパシティ） 

 

5．アンケート調査 

 アンケート調査によって、回答者の個人属性、夜間

の交通行動、また、つくばセンターからつくば号を乗

車可能にした際の利用頻度を調べた。 

 5-1．調査対象 

 アンケート調査は、実際に需要予測を計算するため

の筑波大生を対象として筑波大講義（筑波大学内調査）

で、また、それとは区別して、普段バスを利用してい

る人を対象に筑波大学循環バスのバス停（チョイスベ

ース調査※1）とで行った。 

※1「チョイスベース調査」とは、調べたい交通手段

を実際に利用している人を対象とした調査 

 

5-2．アンケートの概要 

アンケート調査は、5−1 で説明したとおり、筑波大学

の講義においてと、筑波大学循環バスのバス停、2 つ

の場所において行った。(層別抽出法※2)次の表 3 で、

細かい概要についてまとめた。 

※2 層別抽出とは、調査において性質の違う集団ごと

に母集団を区別して、そこから適切な比率でサンプル

を抽出する手法。 

表 3．バス停調査の実施日、日程、方法 

 

5-3．アンケートの構成 

アンケートの構成は以下のようにする。 

1. 個人属性   2. 交通行動の基礎情報 

3. 夜間の交通行動 

4. 提案するつくば号が実施された際の交通行動 

 

6．分析 

 6-1.単純集計 

 アンケート調査のデータ（講義 421 サンプル、バス

停 85 サンプル）を用いて集計を行った。 

集計結果は以下の通り（図 4、図 5）である。 

 

図4. 22時40分以降センターから筑波大学 方面への

帰宅頻度 

 実施日

（5月） 

実施方法 実施場所詳細 

講

義 

27 教職の授業において、担

当教員とアポを取った上

で、アンケートを行う 

教育内容・方法論

１ 

28 教育基礎学 1 

30 都市計画言論、現

代まちづくりの理論

と実践 

バ

ス

停 

29 各バス停に 2人 1組で待

機し、バスを待っている人

にアンケートを行う。書き

終わらないアンケートは

センターで回収。 

一の矢学生宿舎

前、天久保二丁

目、平砂学生宿舎

前 

30 大学病院前/追越

宿舎東/天久保二

丁目/一の矢学生

宿舎前 

31 追越宿舎東、大学

会館前、追越学生

宿舎前 
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表 2．現地調査の概要 

実施日：5 月 1 日（水） 

実施対象：22 時 40 分以降の全高速バス 8 便 

調査体制：3箇所のバス停各々に２～３人 

※乗客全てを対象とした全数調査である。 

ぜん 

 

時 40 分以降の高速バス 8 本 

調査体制：3箇所のバス停各々に２～３人 



 

図 5. 循環バスの最終便 22:40 に 

時間を合わせたことがあるか 

図 4 から多くの筑波大生が 22：40 以降センターから

筑波大学方面へ帰宅していることがわかる。また図 5

から多くの筑波大生が 22：40 の最終便に時間を合わ

せ（予定を切り上げるなどして）帰宅していることが

伺える。 

6．交通需要予測  

次に、つくば号がつくばセンターから乗車可能となっ

た際の、表 1 で示された条件のバスを設定し、その条

件で筑波大生がつくば号にどれくらいの頻度で乗るか

を集計した。その結果が図 6 である。 

表 3. センターから乗車可能なつくば号の条件

 

 

図 6. 上記のような条件のつくば号の 

筑波大生の利用頻度 

 

 

 

これらの結果を元につくばセンターから筑波大学方面

へのつくば号の乗客数の需要量を推計した結果、約 49

【人/日】となった。これより、この条件の下でバス

の需要は十分にあるといえる。 

 また、表 1 の設定のバスに、新たに様々な条件を追

加した際の利用人数の増加量を集計して得られた結果

を図 7 のグラフで示した。これにより、条件を個別に

追加することで需要の増加が見込めることも分かった。 

 

次に、アンケートで尋ねた個人属性、交通行動が、

つくば号の需要にどのように影響しているのかを判別

分析によって調べた。その結果が図 8 に示されている。 

図 8．個人属性•交通行動が提案したつくば号の利用

頻度に与える影響 

9．ヒアリング調査及び提案 

 以上の結果を元に資料を作成し、関東鉄道の社員の

方々にお時間を頂き、ついに我々の目標を提案をする

ことが実現した。お話の結果、 

■法制度上の問題はない 

茨城県の鉾田市で関東鉄道が単独運行を行ってい

る関鉄運営バスの前例もあり、法律はバス運行に

柔軟に対応できる。 

■上り便では実施不可能 

上り便では東京へ向かう乗客の席を確保するため、

筑波大学中央からつくばセンターまでの乗車は不

可能。 

■JR との共同運行であるため全ての便では不可能 

 JR との折り合いを考えると関東鉄道単独ではつく

ば号全ての便で実施できるとは断定できない。 

ということ理解できた。 

また、提案に関しては 

■「関東鉄道運行のつくば号から、実施を

前向きに検討します。」 

という御返答が頂けた。 

 

10.最後に 

前述のヒアリング調査での、関東鉄道様からのお返事から、

我々の目標は達成される可能性が十分にあると言えるとい

う結論に至った。すぐにとは言わないまでも、今後の実現

が期待される。 
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講義にてのアンケート調査 
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